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【背景】新型コロナウイルス感染症の流行は、多くの人々や業種に混乱とストレスを与え続けている。大

人と同様に乳幼児のメンタルヘルスにも大きな影響を及ぼしていると考えられるが、その実態は不明で

ある。保育園・幼稚園は、家庭に次ぐ子どもたちの身近な支援場所である。子どもの行動変化と安全な環

境を考える際の乳幼児特有の感染対策の問題点、社会のニーズとどう向き合ったか、乳幼児のマスク着

用の実態や子どもの変化について小学生以上の報告は散見されるが、乳幼児を対象とし調査、報告され

たものは少ない。 
【目的】新型コロナウイルス感染症に伴う乳幼児のメンタルヘルスへの影響について、北九州市内の保

育園・幼稚園での実態を職員へのアンケート調査を行うことで明らかにし、問題点やその傾向を探る。 
【対象と方法】北九州市内の保育園・幼稚園を対象に匿名の質問紙を郵送して、回答を依頼し、結果を集

計した。 
【結果】 
１．回収率と回答施設の内訳 
2021年9月に北九州市内の幼稚園・保育園(所)・
こども園 329 施設に質問紙を送付し、動 10
月 31 日までに 207 施設 (62.9%)から回答を得

た。所在地の内訳は小倉南区 52 施設、八幡西

区 46 施設、小倉北区 40 施設、門司区 23 施設、

若松区 19 施設、八幡東区 15 施設、戸畑区 12
施設であった。(表 1)  

 
施設の種類は保育園(所) 137 施設(66.2%)、幼稚園 39 施設(18.8%)、認定こども園 24 施設(11.6%)、その

他・未記入 7 施設であり、各施設の園児数は 100 名以上の大規模保育園が 93 施設(44.9%)、20 名～100
名未満が 68 施設(32.9%)、6 名以上 20 名未満の小規模保育が 34 施設(16.4%)、5 名以下の家庭的保育が

12 施設(5.8%)という内訳であった。(図 1, 2) 
 
２．休園や登園自粛の実際と園児数との関連 

2020 年 1 月～2021 年 9 月までの休園および登園自粛要請の回数・期間を問う設問に対する回答は以

下の通りであった。(図 3, 4) 休園の回数・日数は園児数が多い施設でより多かったが、登園自粛要請回

数や日数では明らかな差はなかった。(図 5)  

回答施設数 送付施設数 回収率(%)
①門司区 23 76 68.4
②小倉北区 40 86 53.5
③小倉南区 52 61 65.6
④若松区 19 32 71.9
⑤八幡東区 15 33 57.6
⑥八幡西区 46 24 62.5
⑦戸畑区 12 17 70.6

計 207 329 62.9
表1　回答施設と回収率



 

 

 

 



登園自粛の実際について自由記載には「家庭局からの文書を配布した」「休園としたが、預かり保育は

実施した」「職員の感染により休園した」「全園児を 2 グループに分けて 1 日おきに登園するようにした」

「緊急事態宣言の度、自粛要請は自治体から出されるが実際にはほとんど登園していた」などがあった。 
 

３．マスク着用について 

コロナ禍前後の職員および園児のマスク装着状況を示す。(表 2) 

 

コロナ禍以後、職員はすべての職員が着用すると回答し

た施設が大半(207 施設中 205 施設：99.0％)であるのに対し、

園児は多い順に①年齢を限定して着用(44.4%)、②保護者や

園児が希望する場合(31.4％)、③例外を除き全園児が着用

(18.8％) と施設ごとで対応が分かれた(複数回答)。年齢を

限定して着用すると回答した施設の「マスクを着用させる年

齢は？」への回答(自由記載、回答 94施設)は「3歳以上」と

したものが最も多く 63施設(67％)であった。(図 6)  

 



園児数別のマスク着用状況では、園児数 19 名以下

の施設では「すべての年齢で着用させない」とした施

設が最多(46 施設中 23 施設：50.0%)であった。園児数

100 名以上の施設では「例外を除き全園児が着用」と

答えた施設の割合が最も多く 20.4％(19/93 施設)であ

った。(図 7) 

また、マスク着用の負担について多くの施設で職

員・園児ともに負担になると答えた。(表 8) 

マスク着用による園の中での「コミュニケーション

変化」についての問に対しては、「ある」と答えた施設

が 138 施設(66.7%)であった。特に園児数 100 名以上

の施設では71.0％(66/93施設)は変化があると回答し

た。(図 9) 

 

 

 
図９ マスク着用による「コミュニケーションの変化」の有無 

 

  



マスク着用によるコミュニケーション変化の内容として以下のような内容が挙げられた(図 10)。表情 

(92 件)、言葉 (55 件)、食事(22 件)、意思疎通に関すること(19 件)などが多く挙げられた。 

 

 

図１０ コミュニケーションの変化の内容(自由記載の内容を項目に分けて集計、複数回答) 

  

自由記載の内容(抜粋) 

・表情に関すること  ：表情が分かりにくい(園児/保育者)、笑顔が減る、喜怒哀楽が伝わりにくい など 
・言葉に関すること  ：聞き取りにくい、聞き返しが多い、園児の発語が少なくなった、 

口の動きを見せて言葉を教えることができない など 
・食事に関すること  ：嚥下や咀嚼を促す際に口の動き等が伝えられない、食事の介助が難しい 
・意思疎通に関すること：誰が話しているのかわかりにくい、意思の疎通があいまいになる、 

信頼関係が作りにくい、挨拶が減る など 
・その他       ：(情緒:8)園児がよく泣く、保育者がマスクを外すと泣く など 

(健康:7)顔色・体調不良が分かりにくい、苦しさがある、熱中症の心配 など 
(遊び:7)読み聞かせしにくい、表情を使った遊び・歌ができない など 
(行動:5)マスクの管理が難しい など 
(保護者:2)保護者の考え方の違いがあり対応に困る など 

 

  



４．マスク以外の感染症対策について 

自由記載にて、コロナ禍以後行うようになったもののうち園児にとって負担が大きい／実施が難しい

感染症対策について問うた(図 12) 三密回避や行事・園外活動、食事などが多かった。 

 

 

  



５．コロナ禍以後の園児たちの様子の変化について 

ストレス時の小児に起こりうる変化 1)として、以下の A～J の項目について変化の有無とそれぞれの項

目について１～４の選択肢のうち最も近いものをひとつ選んでもらった。 

【回答の選択肢】 １．非常にあてはまる ２．あてはまる ３．少しあてはまる ４．あてはまらない 

【園児たちの変化】 

A 体調不良を訴える園児が増えた 

B 落ち着きのない園児が増えた 

C 食欲が減った園児が増えた 

D よくしゃべる園児が増えた 

E よく泣く園児が増えた 

F 大人と離れるのを嫌がる園児が増えた 

G 言動が幼くなった園児が増えた 

H おもらしする園児が増えた 

I わがままを言う園児が増えた 

J 友達とけんかする園児が増えた 

 

回答のうち、いずれかの項目で変化があった(1～3)とするものは全体の 56.0％(116 施設)であった。

各項目については図 13の通りで、最多のものは F 大人と離れるのを嫌がる園児が増えた(36.2％)であっ

た。 



【考察】下に国内の感染者数の経時変化と福岡県内の緊急事態宣言・蔓延防止措置の時系列を示す。2020

年 2月 25 日付厚生労働省から「保育所等における感染拡大防止のための留意点について」通達では、職

員や子供の体温や体調観察について留意点が挙げられたがこの時点でマスクの着用に関するものはなか

った 2)。マスクの着用に関しては、2022 年 3 月 25 日日本小児感染症学会「保育園における新型コロナウ

イルス感染症に関する手引き」に有症状の子どもについて、「マスクが着用できるのであれば，子どもも

積極的にマスクを着用させる」と記載された 3)。一方で 2020 年 5月 25 日日本小児科医会からは「2 歳未

満の子どものマスクは不要、むしろ危険」との提言がなされ 4)、2020 年 8月 21 改定の WHO ガイドライン

では「通常 5 歳以下の幼児にはマスクを着けさせるべきではない」と記された 5)。そのような変遷の中、

各園で具体的にどのように対応するかを決定しなければならない状況であった。幼児がマスクすること

で保育プログラムの閉鎖が少なくなるとする調査研究 6)もあり、幼児のマスク着用を有用とする意見の

一方で、「子どもの食における咀嚼嚥下の発達や，聴覚機能の発達，言葉の発達，そして表情 による感情

のコミュニケーション活動に制限を与えるものではないかという保育者の気づきがあった。」とする報告

7)もあり、悪影響を懸念する声も多い。現状においてもマスクを含めた乳幼児の感染症対策をどうすべき

か定まっていないといえるだろう。 

 

コロナ禍において緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置などの宣言に応じる形で、北九州市内の保育施

設でも休園や登園自粛などの対応が求められた。実際には行政からの指示に沿った要請を中心にしてい

る園が大半であったが、自粛の判断は各家庭にゆだねられていたため、頭を悩ませたとする施設の意見

も見られた。感染対策の一つであるマスクの着用については大半の施設で職員・園児ともに行われてい

た。マスク着用によるコミュニケーションの変化を感じるとする施設は過半数あり、マスク着用により

保育者・園児ともに鼻や口が覆われることによるコミュニケーションへの影響が実感されていた。特に

食育に関する意見が多かったことが印象的であった。感染対策には黙食が推奨されているが、【嚥下や咀



嚼を促す際に口の動き等が伝えられない】などの現場の困りに対して、今後は感染対策もできる指導法

などを感染症の専門職が一緒に考えていく必要があるのかもしれない。 

また、園児たちの変化を問う質問では、ストレス反応に関連した行動変化を認めた、とする施設が半数

以上あった。ただ体調不良までつながったとする園は少なく、園児たちの変化として、頻度が高かったの

は、【大人との分離不安や落ち着きのなさ】などであった。不安に関連した行動と考えられ、感染症への

不安、濃厚接触者や感染した保護者との隔離の経験や先が見えない現状への大人の戸惑いや不安などが

子ども達の心にも影響をした可能性が考えられた。 

 

【結論】コロナ禍において北九州市内の集団保育の場での乳幼児のマスク着用やその他の感染症対策が

多くの園で取られたが、保育者・園児ともに鼻や口が覆われることによるコミュニケーションへの影響

が実感され、子どものストレス反応として行動面での変化も過半数で見られた。今回の調査結果がコロ

ナ禍における乳幼児の感染症対策やメンタルヘルスの実態の把握となり、よりよい支援を考える一助と

なることを望む。 
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